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銀の風
大田市立病院 〒694-0063 大田市大田町吉永1428番地3

●新春のご挨拶

●看護外来はじめました

●「災害に備える」Vol.2

●ノロウイルスによる胃腸炎に注意しましょう！

●第５回病院まつり

●外来診療一覧

大田市立病院の様々な情報をホームページに掲載しています。

※『銀の風』は世界遺産「石見銀山遺跡」から着想を得ています。「石見銀山遺跡とその文化的景観」は

人類の平和と人権の尊重をめざすユネスコの世界遺産に登録されています。
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１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療

サービスを提供します。
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。

誠意

和

奉仕

新春のご挨拶

院長

西尾 祐二

看護部長

今田 眞美

事務部長

島林 大吾

新年 明けましておめでとうございます。

昨年は、４月に大田市東部を震源とする島根県西部地震が発生しました。安全と衛

生面の確認のため、１日外来を休診せざるを得ませんでした。市民の皆さんに大きな

不安と心配をおかけし、改めて、住民の皆さんに安心して、この地域で暮らしていた

だくには、医療の確保は欠かせないと感じたところです。

当院は、大田圏域の中核病院として、また、診療所と連携し、しっかりと地域の医

療を守る病院としての責任があります。皆さんに信頼される病院づくりに向け、患者

さんの気持ちに寄り添っていく姿勢が一層求められると考えています。

今年も気持ち新たに、スタッフ一同、頑張ってまいりますので、よろしくお願いし

ます。

新年あけましておめでとうございます。

皆様におかれましては健やかに新春を迎えられたことと、こころよりお慶び申し上げます。

昨年看護部長に就任し、早いもので1年が過ぎようとしています。まだまだ未熟者ですが、

沢山の方々に支えられ・助けられ進むことが出来ております。

今年は平成最後の年、そして新病院移転を1年後に控え、慌ただしい年になりそうです。

今後も地域の皆様に信頼され、安心・安全な看護を提供できるよう看護部全員で努力してま

いります。

今年1年が皆様にとりまして、幸多き年となりますことを心よりお祈り申し上げます。

どうぞ、温かいご支援と助言をこころよりお願い申し上げます。

新年あけましておめでとうございます。
はじめに、昨年4月大田市を震源に発生した島根県西部地震に於いて被災された皆様には、

あらためてお見舞い申し上げるとともに、1日も早い完全復旧を心からお祈り致します。
幸い病院は被害が軽微で済みましたが、免震構造の新病院の完成が切望される事象とも

なりました。今年は一層気を引き締め、確実な2020年の新病院完成に取り組んでまいり
ます。
また、病院は昨年新任の事務部長、看護部長を迎え、医師も30名に増員となるなど体制

の刷新と強化が図れました。4月には新たに4名の初期研修医が着任予定です。これにより
今後一層の地域医療の向上と人材育成に取り組んで参る所存です。市民の皆様には、本年
も変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。



当院のストーマ外来はストーマ（人工肛門）を造設した方が日常生活をより快適

に過ごせるようお手伝いする目的で平成30年9月にスタートしました。外科医師、

ストーマの専門の看護師（皮膚・排泄ケア認定看護師）を中心に対応いたします。

当院で手術される患者さんに対して、入院前、入院中、さらに退院後も長期にわたりサポートを行いま

す。また、他院で手術を受けた方であっても、外来で継続して、ストーマのケアやトラブルへの対応の仕

方など様々な相談を受けております。

［外来の内容］

●ストーマケアの指導（スキンケアの方法、装具の交換方法、トラブル時の対処方法と予防方法）

●一人一人にあったストーマ用具、アクセサリーの紹介

●日常生活での悩みごとの相談

他にもさまざまなご相談に対応いたします。

糖尿病看護外来

ストーマ外来

（糖尿病看護認定看護師 白根 弘美）

（皮膚・排泄ケア認定看護師 小笠原 幸子）

当院では、昨年の９月から糖尿病と皮膚・排泄ケアの２つの看護外来を開設しています。

看護外来とは、ある特定の分野について専門知識や技術をもった看護師が、患者さんやそのご家族から

の療養上の相談や指導、ケアの支援を行うための外来です。

今回、それぞれの担当認定看護師から各外来の特徴などをご紹介します。

主にフットケア（足の観察・爪切り・足浴）や、インスリン導入指導、糖尿病治療や生活についての疑

問や不安なことなどの相談を承っています。

糖尿病を抱える患者さんと御家族の方が、糖尿病と付き合っていくためにはどのよ

うな生活をしたら良いか、お話しを聞かせて頂きながら一緒に考えていく外来を心が

けています。

看護外来の受診について

※診療予約は、お電話のほか、現在受診している科の医師または看護師に依頼することも可能です。

分野 申込方法 開設日時 対象

糖尿病看護外来 完全予約制
毎週水曜日（祝日除く）
８：４５～12：00

当院で糖尿病の治療をされ
ている方

皮膚・排泄ケア
看護外来

毎週木曜日（祝日除く）
13：00～／16：00～

ストーマを造設され、当院
で継続受診されている方

（0854-82-0330へ
お電話ください）

糖尿病は、生活習慣病と言われるように生活と密接な関わりを持っています。

今の生活を一緒に振り返ること、疑問に思っていることを声に出して話してみる

ことで生活に良い変化が生まれるかもしれません。糖尿病についてお困りのこと

などありましたら、糖尿病看護外来にご相談ください。

看 護 外 来 は じ め ま し た



昨年4月には当市においても震度５強を観測する地震が発生したことをお忘れで

はありませんか。近年は日本各地で地震のみならず自然災害が発生し、甚大な被害

をもたらすことが少なくありません。特に高齢者や体の不自由な方は、災害時に生

活する環境が一変することで急に暮らしにくさを生じてしまいます。

（リハビリテーション技術科 小林 央）

ﾊｲﾀｰ

トイレや床が吐物や便で汚れたら

ハイターなど塩素系消毒薬で消毒

吐物や便を
取り除いて
から消毒

手洗い よく洗う

まな板

嘔吐物や便を触わると
きは手袋をする

参考：島根県ホームページ

（感染対策室 牧野 貴之）

嘔吐や下痢などの胃腸炎を起こすウイルスです。感染力（人にうつる力）がとても強く冬の胃腸炎の多
くはノロウイルスが原因で起こります。健康な方は軽症で回復しますが、子どもや高齢者などでは重症化
することがあるので注意が必要です。

・感染した人が手をきれいに洗わないで作った料理から
・タオルやドアなどについたウイルスから
・感染した人の嘔吐物や便のついたおむつ や服から
・十分に熱を加えていないカキなどの２枚貝から

・ノロウイルスが口から入って症状が

出るまでは１０数時間～３日程度
・症状が続く期間は平均１～２日

熱が出ることもあります

消毒対象
必要な
濃度

希釈
倍率

1Lの水
に必要
な量

便や吐物
1000ppm

（0.1％） 50倍 20ml

衣服や器具
便座、ドアノ
ブ手すりなど

200ppm

（0.02％）

250
倍

4ml

ワクチンはありません。嘔吐、下痢による脱水に対して
輸液や、整腸剤などを使用する対症療法が行われることが
あります。

災害に備える -Vol.2- 災害時のリハビリ活動

先日、平成30年7月豪雨災害におけるＪＲＡＴ（※）岡山活動本部の支援に行っ

てきました。そこでは、リハビリ専門職が避難所を利用する方の環境評価を実施し、

福祉用具等を活用して動きにくさを軽減する提案や、生活不活発病・エコノミーク
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ラス症候群を予防するための体操指導など

を行いました。

現在、島根県においても、災害に備えた

地域ＪＲＡＴ組織化の準備が進んでいます。

岡山県倉敷市でのＪＲＡＴ活動の様子

（※）大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会
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小林 祐介
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TEL：0854－82－0330

FAX：0854－84－7749

【受付時間】 8：３０～１１：００（予約の方はこれ以外の時間になることがあります）

※１ 第２・４・５水曜日

※２ 予約券をお持ちの方は８：３０～１５：３０（初診の受付を制限する場合があります）

※３ 隔週で午後の診察（１３：１５～１５：００）もあります

※４ 初めて受診される方は８：３０～１０：３０

※５ 第２金曜日１４：００～１６：００

※６ 第１木曜日

※７ 第３木曜日

※８ 前週の火曜日または木曜日にレントゲン撮影があります

新年あけましておめでとうござい

ます。

『一年の計は元旦にあり』

皆様はどのような計画を立てたの

でしょうか。人は５０歳を過ぎると

毎年数パーセントずつ筋力が低下す

ると言われています。病気やケガで

入院する方の多くは、病前の生活に

運動習慣のない方が多くいらっしゃ

います。

『もう歳だから』ではなく、年齢

を重ねたからこそ、転ばぬ先の杖

＝ 『足腰の衰えを感じる前から取

り組む筋力運動』を強くお勧めしま

す。

～編集後記～

平成３１年１月１日現在（●初めての受診が可能 ○予約の方のみ）

（担当 Ｋ・Ｈ）

診 療 科 月 火 水 木 金

一
般
外
来

内科 ● ● ● ● ●

神経内科 ● ●隔週

呼吸器内科 ● ●

消化器科 ● ● ●

循環器科 ● ● ●

メンタルヘルス科 〇

小児科 ● ● ● ● ●

外科 ● ● ● ● ●

呼吸器外科 ●

心臓血管外科 ●※１

整形外科 ●※２ ●※２ ●※２

脳神経外科 ● ● ●

皮膚科 ●※３ ● ● ● ●

泌尿器科 ● 〇 ● ● ○

産婦人科 ● ● ● ● ●

放射線科 ● ●

ペインクリニック ● ● ● ●

眼科 ●※４ ●※４

耳鼻咽喉科 ● ●

総合診療科 ●

専
門
外
来

リウマチ外来 〇 〇

腎臓内科 〇

血液・腫瘍内科 ● ●

ペースメーカー外来 〇※５

小児神経外来 〇※６

小児心臓外来 〇

乳児健診 〇

小児予防接種 〇

緩和ケア 〇※７

乳がん検診 〇※８ 〇※８ 〇※８ 〇※８

１０月２８日（日）、「あなたの健康をまもりたい」をテー

マに、５回目となる「病院まつり」を開催しました。当日はお

よそ800名という、大変多くの皆様にご来場いただきました。

また、展示ブースや出店ブースにおいて多くの院外の方々にご

協力をいただきました。ありがとうございました。

今後も地域とともに歩み、地域に開かれ

た病院をめざし、様々な機会やかたちでの

情報発信・交流を行っていきたいと考えて

います。


